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本日のスピーカー



本日お話したいこと
１．MISSON

２．ACHIEVEMENT

３．CHALLENGE

４．SUPPORT



全ての農林水産省職員が主体的にアイディアを出し、
多様で実効性のある政策立案ができる組織を実現したい

MISSION



何が問題か？
（組織外からの声）

• 限られた予算・人員をフル活用し、政策をより効果的に、効率的に。ＥＢＰＭを。

• 国家公務員に必要とされるキャリアパスやスキルについて時代にあわせた再検討が必要。

（組織内からの声）

• 意思決定の場での判断材料として、経験・勘・一部の有識者の意見だけでは不十分。

• 誰しも、これまでの経験や勘のみに頼ると、間違ったり偏ったりするリスクがある。



なぜ動き始めたのか？

データ分析スキルの不足が
現場の業務を阻む瞬間を見たから



職員１人ひとりに、
データ分析スキルが必要ではないか？



なぜ職員全員がデータ分析できる状況ではないのか？
‣入省時の採用基準としてデータ分析スキルが求められていない

‣入省後に身に着ける機会（研修等）はあっても、実践の場が少ない

‣実践を伴わない知識は活かせない

→省内に、データ分析のスキルを
実践する場を創出することが必要！



データ分析ラボを立ち上げ、省横断的なEBPMを推進し、
農林水産省職員のキャリア形成の機会を提供する

ACHIEVEMENT



ACHIEVEMENT①
実践の場の創出
2023年６月に政策Open Lab（*）のプロジェクトとして採択され活動開始。

メンター幹部は危機管理・政策立案総括審議官、サイバーセキュリティ・情報
化審議官、統計部長の３名。

現在までの累積参加者数は21名。所属も年次もバラバラ。

(*)農林水産省政策Open Labとはどんな制度か

①有志のプロジェクトベースの活動、②メンター幹部の下で活動、③省内審査あり、④業務時間の１~２割をあてられる

⑤幹部が認めれば、政策として業務に位置づけ



ACHIEVEMENT②
省内外の分析ニーズと実践の場をマッチング
省内各局に案件を募集し、２年間で計10件以上の分析を実施

業務負担軽減や属人化解消に繋がった案件も

各案件の担当部署と累計50回以上の意見交換を実施

日本農業経済学会大会（学会創立100周年記念大会（2024年３月））でもネットワーキング

統計部内活動報告（2024年６月）には統計部内から100名以上が参加

病害虫チーム 漁協チーム 食品産業チーム

・・・など その他BIツール・・・など

The R logo is © 2016 The R Foundation.



成果例

病害虫発生予察情報を可視化し、問い合わせ対応の負担を軽減

出所：農林水産省HP
https://www.maff.go.jp/j/syouan/
syokubo/gaicyu/yosatu/index.html
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有意に上昇したスキル

今年７月にプロジェクト内で実施したメ
ンバーのデータ分析スキルを多角的に測
るためのアンケートに対する９名の回答
者のうち、１年前にも同様の内容につい
て回答した５名の５段階評価等のアン
ケート回答について、標本サイズが小さい
ことから、ウィルコクソンの符号順位検定
（両側）を行った結果、例えば、データ
クリーニングのスキルは10%水準で有意
に差を持った

分析には生成AIも活用

生成AIが生成したpythonコードを参考
に職員が実装

ACHIVEMENT③
スキルの向上（検証もデータ分析で）

※ChatGPTを用いて生成



ACHIEVEMENT④
分析をしやすい環境づくりとノウハウの蓄積

省内データの一覧化と検索アプリの開発 データ分析ノウハウをまとめたガイダンス作り



データ分析ラボのメンバーだけでなく、
職員全体のデータ分析スキルの底上げのために

CHALLENGE



CHALLENGE
①データ分析ラボのアウトプットの質向上
データ分析ラボの活動を、一部の職員が趣味的にやっていることではなく、全職
員が当事者意識をもって「いずれは自分もそうなりたい」と思ってもらうためには、
そのアウトプットのクオリティを高め続けることが重要。

そのためには、メンバーのスキルを常にアップデートしていく必要。

しかしながら、限定された活動時間の中で、分析のプロフェッショナルではない職
員が独学で分析スキルを向上させることには限界がある。



CHALLENGE
②組織化、持続化
人事異動（省内や他省庁・地方への出向等）が多い職場で、メンバーを継
続的に確保し、活動を持続させるためには、「政策Open Lab」の仕組みだけ
では限界がある。

省内でも議論中。



今日お集まりいただいた皆様のお知恵を借りたいこと

SUPPORT



・データ分析に明るい方や
データ分析自体や施策と
の繋げ方について検討した
ことがある方と繋がりたい

・組織的な整理について
一緒に模索していただける
方とも意見交換をしたい
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出所：人事院HP 令和７年 人事院勧告・報告の概要（勧告日 令和７年８月７日）
https://www.jinji.go.jp/content/000011723.pdf



全ての人が主体的にアイディアを出し、
多様で実効性のある政策立案が

できる組織づくりを、
農林水産省「データ分析ラボ」の

小さな一歩から。



ご清聴
ありがとうございました
農林水産省「データ分析ラボ」

平田 和也

村井 紗理
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